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● 調査の目的
まちづくりに対する市民の満足度や意見を収集し、総合計画等の策定の参考

資料とすること。

●調査の期間
令和6年9月17日～10月4日

●調査の方法
調査対象 和泉市内に居住する満18歳以上の市民 3,000人

実施方法 郵送による配布、郵送及びWebフォームによる回収

●回収結果
回収数 986件

うち紙回答619件、Web回答367件

回収率 32.9％

うち紙回答20.6%、Web回答12.2%
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●調査の項目
※太字項目を抜粋して本報告書に掲載

○回答者属性

• 性別、年齢、居住区域（小学校区）

• 職業、通勤先

• 和泉市外への居住経験の有無、和泉市内での居住年数

• 家族構成、配偶者の有無、子どもの有無

○和泉市への満足度・重要度

• 総合満足度（和泉市に満足しているか）

• 和泉市の推奨度（他人に勧められるか）

• 和泉市のまちづくりに関する実感度

• 和泉市のまちづくりの重要度

○和泉市への定住意向

• 和泉市に住み続けたいか

• 住み続けたい理由、住み続けたくない理由

○働き方に関する希望

• 現在の仕事に関する希望（仕事を続けたい、転職したいなど）

• 希望する就労形態

• 就労するうえで重視すること

• 働き方の希望を叶えるために課題と感じていること

○自由意見

• 子どもや若者の人口を増やすうえで必要な取組

• その他全体意見

①調査の概要
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回答者属性

【年齢】【性別】

・回答者属性は以下のとおり。

・年齢層の割合は、70～79歳の割合が最も多く、60歳以上の回答者の割合が全体の50%以上を占めている。

問1 あなたの性別をお答えください

問2 あなたの年齢をお答えください

20歳未満, 0.9%

20～29歳, 6.6%

30～39歳, 9.7%

40～49歳, 13.9%

50～59歳, 18%
60～69歳, 16.7%

70～79歳, 33.6%

80歳以上, 0.4%

無効回答, 0.2%

（n=986）

男, 43.4%

女, 55%

回答しない, 1.4% 無効回答, 0.2%

（n=986）
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回答者属性

【居住地】

・回答者の居住地の内訳を中学校区で見ると、和泉中学校区、北池田中学校区、郷荘中学校区の順で多いが、地域間の回答率の割合は大きくなく、概

ねバランスよく回答が寄せられている。

問3 あなたのお住まいを小学校区で教えてください。

（n=986）

国府, 8.7%

伯太, 5.6%

黒鳥, 3.2%

和気, 6.8%

芦部, 4.3%

北松尾, 4.6%

緑ヶ丘, 

6.4%

北池田, 7.7%
いぶき野, 7%

南池田, 5.3%

青葉はつが野, 5.1%

横山, 3%

南横山, 0.6%

信太, 4.8%

鶴山台南, 2.7%

鶴山台北, 3.4%

幸, 1.4%

池上, 1.4%

光明台北, 5.6%

光明台南, 4.5%

南松尾はつが野, 3.1%

わからない, 4%
無効回答, 0.8%

和泉中学

校区, 

17.5%

郷荘中学

校区, 

11.1%

石尾中学

校区, 11%

北池田中

学校区, 

14.7%南池田中

学校区, 

10.3%

槇尾中学

校区, 

3.7%

信太中学

校区, 11%

富秋中学校区, 

2.8%

光明台中

学校区, 

10%

南松尾は

つが野校

区, 3.1%
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和泉市への満足度（性別、年代別）

・和泉市への総合満足度を和泉市民に尋ねたところ、全体では８点が23.5%で最も多く、次いで７点(21.8%)、５点(17.6%)の順となっている。

・総合満足度を性別で見ると、不満足（1~6）の割合にはあまり差は見られないが、満足（９~10）を選んだ割合は女性の方が高くなっている。

・総合満足度を年齢別にみると、傾向として年齢が高いほど不満足（1~6）の割合が高くなっている。

問11 あなたの、和泉市への総合満足度を10点満点で教えてください。1～10のいずれかをお選びください。

＜注記＞本設問は、「NPS®（ネット・プロモーター・スコア）（注）」という顧客推奨度調査を参考にしており、市民の回答によるセグメント分類方法について

も当調査を参考に、１～６点を「不満足」、７～８点を「どちらでもない」、９～10点を「満足」と分類している。

（注）NPS®は、ベイン・アンド・カンパニー、フレッド・ライクヘルド、サトメトリックス・システムズの登録商標

詳細は、https://www.bain.com/ja/consulting-services/customer-strategy-marketing/about-nps/ を参照

※無効回答は、郵送での回答にあたり、２つ以上の数字に〇が付されているものを指している

(%)

非常に不満 2 3 4 5 6 7 8 9 とても満足 無効回答

n=

986  

男性 428  

女性 542  

回答しない 14  

無効回答 2  

20歳代以下 74  

30歳代 96  

40歳代 137  

50歳代 177  

60歳代 165  

70歳代以上 335  

無効回答 2  

どちらでもない・計

性別

年代

全体

満足・計

0.9
0.7

1.1

1.4

0.7

1.7
0.6

0.9

1.7

1.0

4.1

3.7

4.1

14.3

2.7

5.2

5.1

2.8

4.8

3.9

5.1

4.2

5.7

7.1

2.7

10.4

4.4

6.2

1.8

5.4

17.6

19.2

16.4

14.3

50.0

10.8

5.2

17.5

16.4

21.2

21.5

50.0

15.4

15.4

15.1

28.6

12.2

14.6

13.9

14.7

17.0

16.7

21.8

24.5

19.9

7.1

50.0

37.8

24.0

20.4

20.3

21.8

18.8

50.0

23.5

22.4

24.5

21.4

18.9

29.2

26.3

27.7

23.0

20.0

4.2

2.6

5.5

4.1

4.2

5.1

5.6

3.0

3.6

4.6

4.2

5.0

6.8

6.3

5.8

4.0

3.6

3.9

1.4

1.4

1.5

1.4

3.9

https://www.bain.com/ja/consulting-services/customer-strategy-marketing/about-nps/
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和泉市への満足度（居住地別）

・総合満足度を居住地別でみると、満足（９~10）の割合が最も高い地域は郷荘中学校区の11.9%であり、不満足（1~6）の割合が最も低い地域は石

尾中学校区の36.1%となっている。これらの地域では、比較的市民が市に対してポジティブな印象を抱いているといえる。

・一方で、槇尾中学校区、信太中学校区、富秋中学校区は、不満足（1~6）の割合が比較的高くなっている。

問11 あなたの、和泉市への総合満足度を10点満点で教えてください。1～10のいずれかをお選びください。

＜注記＞本設問は、「NPS®（ネット・プロモーター・スコア）（注）」という顧客推奨度調査を参考にしており、市民の回答によるセグメント分類方法について

も当調査を参考に、１～６点を「不満足」、７～８点を「どちらでもない」、９～10点を「満足」と分類している。

※無効回答は、郵送での回答にあたり、２つ以上の数字に〇が付されているものを指している

（注）NPS®は、ベイン・アンド・カンパニー、フレッド・ライクヘルド、サトメトリックス・システムズの登録商標

詳細は、https://www.bain.com/ja/consulting-services/customer-strategy-marketing/about-nps/ を参照

(%)

非常に不満 2 3 4 5 6 7 8 9 とても満足 無効回答

n=

和泉中学校区 173  

郷荘中学校区 109  

石尾中学校区 108  

北池田中学校区 145  

南池田中学校区 102  

槇尾中学校区 36  

信太中学校区 108  

富秋中学校区 28  

光明台中学校区 99  

南松尾はつが野校区 31  

わからない 39  

無効回答 8  

どちらでもない・計

居住地域

満足・計

13.9

1.9

3.6

4.0

2.8

2.8

8.3

7.4

7.1

3.0

3.2

10.3

6.4

6.4

0.9

5.5

1.0

8.3

6.5

7.1

6.1

9.7

2.6

21.4

11.9

20.4

16.6

15.7

8.3

20.4

14.3

18.2

12.9

17.9

50.0

11.6

15.6

13.0

17.2

21.6

16.7

15.7

28.6

11.1

16.1

15.4

12.5

19.7

25.7

20.4

22.8

23.5

11.1

25.9

14.3

26.3

9.7

17.9

25.0

22.0

22.0

32.4

26.2

24.5

16.7

14.8

10.7

27.3

45.2

15.4

4.0

5.5

1.9

4.8

7.8

2.8

2.8

7.1

4.0

2.6

5.8

6.4

8.3

3.4

1.0

2.8

2.8

3.6

3.2

15.4

12.5

1.2

0.9

0.9

2.0

11.1

3.6

1.0

2.6

https://www.bain.com/ja/consulting-services/customer-strategy-marketing/about-nps/
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和泉市への推奨度（性別、年代別）

・和泉市の知人・友人への推奨度を伺ったところ、全体では5点が27%で最も多く、次いで7点の16.3%と、6点の16.2%となっている。全体的に、総合満足度と

比較して推奨度が低い結果となっている。

・性別による推奨度の違いは見られないが、年代別の推奨度の違いを見ると、20代以下の推奨度が低くなっている以外は、重要度と同様に年代が高いほど非

推奨の割合が高くなっている。

問12 あなたは、和泉市外に居住するあなたの知人・友人に、どれくらい和泉市への移住・定住をすすめたいと思いますか。10段階評価で教えてください。1～10

のいずれかをお選びください。

＜注記＞本設問は、「NPS®（ネット・プロモーター・スコア）（注）」という顧客推奨度調査を参考にしており、市民の回答によるセグメント分類方法について

も当調査を参考に、１～６点を「非推奨」、７～８点を「どちらでもない」、９～10点を「推奨」と分類している。

※無効回答は、郵送での回答にあたり、２つ以上の数字に〇が付されているものを指している

（注）NPS®は、ベイン・アンド・カンパニー、フレッド・ライクヘルド、サトメトリックス・システムズの登録商標

詳細は、https://www.bain.com/ja/consulting-services/customer-strategy-marketing/about-nps/ を参照

(%)

非常に不満 2 3 4 5 6 7 8 9 とても満足 無効回答

n=

986  

男性 428  

女性 542  

回答しない 14  

無効回答 2  

20歳代以下 74  

30歳代 96  

40歳代 137  

50歳代 177  

60歳代 165  

70歳代以上 335  

無効回答 2  

どちらでもない・計

性別

年代

全体

満足・計

0.9
0.7

1.1

1.4

0.7

1.7
0.6

0.9

1.7

1.0

2.6

3.9

7.1

2.7

3.1
3.6

2.8
4.2

3.3

2.8

3.3

2.6

2.1

4.4
4.0

1.8

3.0

6.0

7.2

4.8

14.3

4.1

2.1

5.8

2.8

6.1

9.3

4.9

4.9

4.6

7.1

50.0

6.8

4.2

5.1

7.9

2.4

3.9

50.0

27.0

27.8

26.6

21.4

20.3

17.7

20.4

27.1

28.5

33.1

16.2

15.4

16.2

35.7

50.0

24.3

20.8

15.3

13.6

16.4

14.6

50.0

16.3

18.7

14.9

16.2

20.8

19.7

16.4

20.6

11.6

16.1

13.6

18.5

7.1

18.9

18.8

19.7

18.1

15.2

12.8

2.5

2.6

2.4

7.1

2.7

5.2

2.2

4.0

1.8

1.5

3.3

3.0

3.7

2.7

5.2

3.6

3.4

3.0

3.0

https://www.bain.com/ja/consulting-services/customer-strategy-marketing/about-nps/
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和泉市への推奨度（居住地別）

・推奨度度を居住地別でみると、南松尾はつが野校区が推奨（９~10）の割合が最も高く、不満足（1~6）の割合が最も低くなっており、地域として他人

にすすめたい地域

・一方で、槇尾中学校区、信太中学校区、富秋中学校区は、不満足（1~6）の割合が比較的高くなっている。

問12 あなたは、和泉市外に居住するあなたの知人・友人に、どれくらい和泉市への移住・定住をすすめたいと思いますか。10段階評価で教えてください。1～10

のいずれかをお選びください。

＜注記＞本設問は、「NPS®（ネット・プロモーター・スコア）（注）」という顧客推奨度調査を参考にしており、市民の回答によるセグメント分類方法について

も当調査を参考に、１～６点を「非推奨」、７～８点を「どちらでもない」、９～10点を「推奨」と分類している。

※無効回答は、郵送での回答にあたり、２つ以上の数字に〇が付されているものを指している

（注）NPS®は、ベイン・アンド・カンパニー、フレッド・ライクヘルド、サトメトリックス・システムズの登録商標

詳細は、https://www.bain.com/ja/consulting-services/customer-strategy-marketing/about-nps/ を参照

(%)

非常に不満 2 3 4 5 6 7 8 9 とても満足 無効回答

n=

和泉中学校区 173  

郷荘中学校区 109  

石尾中学校区 108  

北池田中学校区 145  

南池田中学校区 102  

槇尾中学校区 36  

信太中学校区 108  

富秋中学校区 28  

光明台中学校区 99  

南松尾はつが野校区 31  

わからない 39  

無効回答 8  

どちらでもない・計

居住地域

満足・計

4.0

2.8

1.9

2.8

2.0

5.6

5.6

3.6

5.1

2.6

3.5

1.8

2.1

2.0

5.6

4.6

10.7

2.0

3.2

5.1

8.7

6.4

3.7

4.8

5.9

8.3

5.6

3.6

7.1

6.5

2.6

5.2

4.6

4.6

4.8

6.9

2.8

3.7

7.1

5.1

3.2

2.6

12.5

24.9

28.4

25.0

26.2

18.6

30.6

33.3

35.7

23.2

29.0

35.9

62.5

16.8

18.3

14.8

16.6

19.6

5.6

20.4

10.7

16.2

6.5

12.8

12.5

14.5

13.8

22.2

18.6

19.6

11.1

14.8

14.3

16.2

19.4

10.3

15.0

17.4

17.6

16.6

15.7

16.7

10.2

14.3

21.2

19.4

17.9

3.5

0.9

1.9

4.8

4.9

2.8

1.0

6.5

3.5

4.6

6.5

2.8

2.9

0.9

1.0

6.5

7.7

12.5

https://www.bain.com/ja/consulting-services/customer-strategy-marketing/about-nps/
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和泉市の生活やまちづくりに関する実感度

・和泉市での日常生活やまちづくりに関してみると、概ねの項目で、「あまりそう思わない」以下の回答より、「ややそう思う」以上の回答が多い結果となっており、

「買い物しやすい環境」や「下水道や浄化槽の整備による衛生的で快適な暮らし」には特にその傾向が見られる。

・一方で、「町会・自治会や近隣住民とのコミュニケーション」、「市内の商工業の活力」、「市内の農林業の活力」は、やや「あまりそう思わない」以上の回答の割

合が「ややそう思う」以上の回答の割合より多い。

問13 あなたは、日常生活やまちづくりの状況に関して、どのような印象をお持ちでしょうか。

※無効回答は、郵送での回答にあたり、1つの項目に2つ以上の数字に〇が付されているものを

指している

(%)

全くそう思わな
い

そう思わない
あまりそう思わ

ない
どちらともいえな

い
ややそう思う そう思う とてもそう思う 無効回答

n=

町会・自治会や近隣住民と十分にコミュニケーションが取れている 986  

市政の情報を十分に得ることができている 986  

安心して子育てができる環境が整っている 986  

小・中学校における教育環境が整っている 986  

地域住民が子育てや教育にかかわっている 986  

和泉市の歴史文化に誇りを持っている 986  

生涯学習の機会やスポーツに親しめる環境が整っている 986  

高齢者や障がい者が安心して生活できる環境が整っている 986  

医療環境が充実していると感じる 986  

地震や台風等の災害に対する備えができている 986  

良好なまちなみや快適な住環境づくりが進んでいる 986  

公園等の緑に接する環境が整っている 986  

買い物をしやすい環境が整っている 986  

安全に利用できる道路や交通手段が整備されている 986  

環境にやさしい暮らしを営むことができている 986  

ごみのリサイクルが進み、衛生的なまちづくりが行われている 986  

下水道や浄化槽の整備により、衛生的で快適な暮らしを営むことができている 986  

雇用機会が充実していると感じる 986  

市内の商工業に活力があると感じる 986  

市内の農林業に活力があると感じる 986  

人権や文化が尊重されるまちづくりが進んでいる 986  

男女共同参画社会が形成されていると感じる 986  

項目

そう思う・計そう思わない・計

9.7
3.7

2.1
2.5
4.3
3.8
3.9
5.2

2.7
2.9
4.2
4.0
3.8
5.8

2.7
2.2
1.8

3.7
4.5
5.5

3.1
3.4

13.9
8.0

5.1
5.0

8.1
5.0
6.4

8.5
5.8
7.3
4.7
5.1
5.0

9.2
5.9

3.9

2.4
7.4
10.0
10.0

5.9
4.9

18.5
18.5

10.6
8.4

18.8
14.0

19.2
20.6

13.6
17.7

16.4
13.9

9.8
19.2

10.3
9.8

6.4
17.0

24.1
23.1

13.7
14.2

21.3
22.5

28.9
35.2

37.2
37.2

34.4
35.2

24.2
40.1

27.7
21.4

13.7
21.8

35.8
26.2

19.0
52.1

38.8
42.5

46.2
56.5

20.2
29.0

29.5
27.0

20.1
23.2

24.5
21.0

32.0
21.9

29.1
31.7

34.8
25.9
30.3

35.6
32.7

12.8
15.5

12.0
22.2

13.8

13.6
14.8

18.6
16.6

6.7
10.9

7.7
7.2

16.2
7.2

14.2
18.3

24.3
13.6

10.5
17.6

30.4
3.8
3.4
3.4

5.6
4.1
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和泉市のまちづくりの重要度（年代別）

・前設問の項目のうち、重要だと思う項目について年代別に集計したところ、10歳代から40歳代では「子育て環境」や「小・中学校における教育環境」が多く、

50歳代以上では、「高齢者や障がい者が安心して生活できる環境」、が多い結果となった。

・また、年代を問わず、「医療環境」や「災害に対する備え」が多くの票を集めていることが分かる。

問14 日常生活やまちづくりの項目の中から、最も重要だと思うものを5つまで選び、その番号を書いてください。

n=986
医療環境が充実していると感じる

高齢者や障がい者が安心して生活できる環境が整っている

安心して子育てができる環境が整っている

安全に利用できる道路や交通手段が整備されている

地震や台風等の災害に対する備えができている

買い物をしやすい環境が整っている

小・中学校における教育環境が整っている

良好なまちなみや快適な住環境づくりが進んでいる

下水道や浄化槽の整備により、衛生的で快適な暮らしを営むことができている

町会・自治会や近隣住民と十分にコミュニケーションが取れている

生涯学習の機会やスポーツに親しめる環境が整っている

雇用機会が充実していると感じる

市内の商工業に活力があると感じる

公園等の緑に接する環境が整っている

ごみのリサイクルが進み、衛生的なまちづくりが行われている

市政の情報を十分に得ることができている

地域住民が子育てや教育にかかわっている

環境にやさしい暮らしを営むことができている

市内の農林業に活力があると感じる

人権や文化が尊重されるまちづくりが進んでいる

男女共同参画社会が形成されていると感じる

和泉市の歴史文化に誇りを持っている

医療環境が充実していると感じる

高齢者や障がい者が安心して生活できる環境が整っている

安心して子育てができる環境が整っている

安全に利用できる道路や交通手段が整備されている

地震や台風等の災害に対する備えができている

買い物をしやすい環境が整っている

小・中学校における教育環境が整っている

良好なまちなみや快適な住環境づくりが進んでいる

下水道や浄化槽の整備により、衛生的で快適な暮らしを営むことができている

町会・自治会や近隣住民と十分にコミュニケーションが取れている

生涯学習の機会やスポーツに親しめる環境が整っている

雇用機会が充実していると感じる

市内の商工業に活力があると感じる

公園等の緑に接する環境が整っている

ごみのリサイクルが進み、衛生的なまちづくりが行われている

市政の情報を十分に得ることができている

地域住民が子育てや教育にかかわっている

環境にやさしい暮らしを営むことができている

市内の農林業に活力があると感じる

人権や文化が尊重されるまちづくりが進んでいる

男女共同参画社会が形成されていると感じる

和泉市の歴史文化に誇りを持っている

0% 20% 40% 60% 80%

20歳代以

下

30歳代

40歳代

0% 20% 40% 60% 80%

50歳代

60歳代

70歳代以

上
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和泉市への定住意向（性別、年代別）

・和泉市への定住意向を見ると、約80%程度の市民が和泉市への定住意向を持っていることが分かる。

・性別による定住意向の差は見られないが、年代別の定住意向を見ると、年齢が上がるにつれ、和泉市にずっと住んでいたいと思う割合が増加している。

問15_1 あなたはこれからも和泉市に住み続けたいと思いますか。

※無効回答は、郵送での回答にあたり、1つの項目に2つ以上の数字に〇が付されているものを

指している

ずっと住んでいた
い

当分の間は住ん
でいたい

どちらともいえない
できれば市外に
引っ越したい

すぐにでも市外に
引っ越したい

無効回答

n=

986  

男性 428  

女性 542  

回答しない 14  

無効回答 2  

20歳代以下 74  

30歳代 96  

40歳代 137  

50歳代 177  

60歳代 165  

70歳代以上 335  

無効回答 2  

性別

年代

全体

定住・計 移住・計

41.5

41.8

41.9

21.4

17.6

28.1

29.2

34.5

45.5

57.6

38.4

37.1

39.3

42.9

50.0

62.2

60.4

51.1

41.2

30.9

23.9

50.0

13.2

14.5

12.4

7.1

14.9

9.4

13.1

16.4

13.9

11.9

3.9

3.7

3.5

21.4

4.1

2.1

3.6

4.0

7.3

2.7
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和泉市への定住意向（居住地別）

和泉市の定住意向を地域別にみると、いずれの校区でもずっと住んでいたい、当分の間は住んでいたいと回答した市民の割合が半数を超えており、いずれの校

区においても市民の定住意向は高い水準にあるといえる。

問15_1 あなたはこれからも和泉市に住み続けたいと思いますか。

※無効回答は、郵送での回答にあたり、1つの項目に2つ以上の数字に〇が付されているものを

指している

ずっと住んでいた
い

当分の間は住ん
でいたい

どちらともいえない
できれば市外に
引っ越したい

すぐにでも市外に
引っ越したい

無効回答

n=

和泉中学校区 173  

郷荘中学校区 109  

石尾中学校区 108  

北池田中学校区 145  

南池田中学校区 102  

槇尾中学校区 36  

信太中学校区 108  

富秋中学校区 28  

光明台中学校区 99  

南松尾はつが野校区 31  

わからない 39  

無効回答 8  

居住地域

定住・計 移住・計

43.4

41.3

44.4

39.3

36.3

55.6

47.2

50.0

33.3

51.6

30.8

12.5

31.2

40.4

41.7

46.2

44.1

11.1

28.7

32.1

48.5

41.9

38.5

50.0

14.5

13.8

10.2

10.3

9.8

22.2

16.7

17.9

11.1

3.2

25.6

12.5

8.1

2.8

2.8

2.1

4.9

5.6

4.6

1.0

5.1
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和泉市に住んでいたい理由（年代別）

・和泉市に住んでいたいと思う理由を年代別にみると、年代を問わず、「自分や家族が生まれ育ったまちだから」、「家族と一緒に住んでいたいから」、「買い物な

どの便利がよいから」が高くなっている。

・一方で、年代問わず、「雇用の場があるから」、「まちに活気があるから」の票数が少なくなっている。

問15_2 和泉市に住んでいたいと思う理由は何ですか。次の中からあてはまるものを3つ以内で選んでください。

自分や家族が生まれ育ったまちだから

家族といっしょに（近くに）住んでいたいから

買い物などの便利がよいから

子育て、教育環境がよいから

医療、福祉環境がよいから

雇用の場があるから

通勤や通学に便利だから

安心・安全に暮らせるから

まちに活気があるから

自然環境、景観がよいから

余暇やレジャーを楽しむ場所が充実しているから

ご近所づきあいや地域のつながりがしっかりしているから

その他

無効回答

自分や家族が生まれ育ったまちだから

家族といっしょに（近くに）住んでいたいから

買い物などの便利がよいから

子育て、教育環境がよいから

医療、福祉環境がよいから

雇用の場があるから

通勤や通学に便利だから

安心・安全に暮らせるから

まちに活気があるから

自然環境、景観がよいから

余暇やレジャーを楽しむ場所が充実しているから

ご近所づきあいや地域のつながりがしっかりしているから

その他

無効回答

0% 20% 40% 60%

20歳代以下

30歳代

40歳代

0% 20% 40% 60%

50歳代

60歳代

70歳代以上
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● 調査の目的
市民から和泉市の大まかなイメージを聴取し、和泉市の目指すべき将来都市像

の参考とするため

●調査の期間
令和6年9月27日～10月11日

●調査の方法
調査対象 和泉市公式LINEの登録者

実施方法 和泉市公式LINEでのアンケートフォームの配信、回収

●回収結果
回収数 1,907件

17

02 | LINEアンケート調査

●調査の項目
※太字項目を抜粋して本報告書に掲載

○回答者属性

• 性別、年齢、居住地域（和泉市内、和泉市外）

○まちづくりの希望

• 和泉市をどのようなまちにしたいか

○まちづくりのキーワード

• 和泉市がめざすべき将来像を表すものとしてふさわしい言葉（キー

ワード）

①調査の概要
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回答者属性

【年齢】 【居住地】【性別】

・回答者属性は以下のとおり。

・50歳以上の回答者が半数以上を占めているほか、一部、和泉市外からの回答者が存在することに留意が必要である。

問1 あなたの性別をお答えください

問2 あなたの年齢をお答えください

問3 あなたのお住いをお答えください

男(784件), 

41.1%

女(1096件), 

57.5%

回答しない(27件), 

1.4% 20歳未満(11

件), 0.6%
20～29歳(75件), 

3.9%

30～39歳(256件), 

13.4%

40～49歳(339

件), 17.8%

50～59歳(407

件), 21.3%

60～69歳(396

件), 20.8%

70～79歳(339

件), 17.8%

80歳以上(71件), 

3.7%

回答しない(13件), 

0.7%

和泉市内(1874

件), 98.3%

和泉市外(32件), 

1.7%

回答しない(1件), 

0.1%

n=1,906 n=1,906 n=1,906
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・和泉市をどんなまちにしたいかのアンケートでは、「健康と福祉のまち」がもっとも多く、次いで「住みよいまち」、「安心安全のまち」、「子育てと教育のまち」が多く

の票を集めており、市民の住環境への期待が見て取れる。

和泉市をどんなまちにしたいか

問4 あなたは、これからの和泉市をどんなまちにしたいと思いますか（３つまで）

健康と福祉のまち（健康に暮らせ、福祉が充実

しているまち）(1050件)

住みよいまち（遊歩道、公園や緑が配置された

閑静なまち）(975件)

観光のまち（観光施設や名産品・特産品が充

実したまち）(107件)

文化と生涯学習のまち（文化・芸術とふれあい、学

習の機会に恵まれたまち）(269件)

スポーツ・レクリエーションのまち(身体を動かす機会

が多く、元気があふれるまち）(237件)

にぎわいのまち（商店街や地域コミュニティの

活気があふれるまち）(433件)

協働のまち（市民や企業等と連携してまちづ

くりに取り組むまち）(149件)

安全・安心のまち（防災や防犯に力を入れるま

ち）(924件)

子育てと教育のまち（子どもがのびのびと成長で

きる環境が整ったまち）(734件)

誰一人取り残さないまち（世界共通の目標であるＳ

ＤＧｓを推進するまち）(157件)

地球環境保全のまち（脱炭素化・カーボンニュートラルなどを

目指すまち）(84件)

デジタル技術を活用したまち（ＩＣＴやデジタル

化を促進するまち）(134件)

わからない(6件)

その他(22件)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=1,906

【主な「その他」の内容】

・道路整備や交通の便に関するもの

・公費の使い道等に関すること

・移住者の住みやすさに関すること

・野山や河川などの自然環境に関すること

・企業誘致やまちのブランド課に関すること
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・将来像を表す言葉としては、「安全・安心」が特に多く、次いで、「子育て」、「環境」、「健康」、「未来・次世代」と続いている。

・一方で、「飛躍」、「挑戦」、「イノベーション」といった言葉の得票率は低く、市民が安定した暮らしを求めていることが分かる。

和泉市をどんなまちにしたいか

問5 あなたは、今後、和泉市がめざすべき都市像を表すものとして、どのような「言葉(キーワード)｣がふさわしいと思いますか（３つまで）

共生(118件)

多様性(147件)

親しみ(121件)

健康(447件)

安全・安心(1027件)

協働(75件)

交流(86件)

生きがい(289件)

教育(327件)

子育て(597件)

自立(40件)

活力(227件)

強さ(18件)

誇り(57件)

飛躍(51件)

挑戦(73件)

イノベーション(78件)

未来・次世代(437件)

デジタル(94件)

SDGs(82件)

歴史・文化(203件)

環境(534件)

透明性(131件)

公平性(150件)

効率性(36件)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=1,906
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● 調査の目的
児童・生徒が抱く市の現状を把握し、児童・生徒の定住意向の向上に向けた

施策の検討につなげるため

●調査の期間
令和6年9月17日～11月xx日

●調査の方法
調査地域 和泉市内の小学校6年生及び中学校3年生

実施方法 各小学校及び中学校へのWebフォームの配信、回収

●回収結果
回収数 xxx件

22
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●調査の項目
※太字項目を抜粋して本報告書に掲載

回答者属性に関する項目は記載省略

○回答者属性

• 通っている小学校・中学校

• （中学生アンケートのみ）住んでいる小学校区

○まちへの愛着度

• 住んでいるまちが好きかどうか

• 住んでいるまちの好きなところ

• 住んでいるまちの好きではないところ

○定住意向

• 大人になっても和泉市に住み続けたいと思うか

• 住み続けたい（住み続けたくない）理由

○地域行事への参加意向

• 近所や町内の行事に参加したいか

• 参加したくない理由

○まちづくりの希望

• 自分が和泉市長だったとして、和泉市をどのようなまちにしたいか

①調査の概要



和泉中学校(176件), 

15%

郷荘中学校(100件), 9%

石尾中学校

(183件), 

16%

北池田中学校(176件), 

15%

南池田中学校(202件), 

18%

南松尾はつが野学園(0

件), 0%

槇尾中学校(33件), 3%

富秋中学校(32件), 3%

信太中学校(110件), 

10%

光明台中学校(137

件), 12%

23
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回答者属性

・本アンケートは、和泉市内の小・中学校すべてから回答をいただいており、生徒数による回答割合の差はあるものの、すべての地域を網羅した調査となっている。

問1 あなたが通っている小学校はどこですか。

【中学校】【小学校】

問1 あなたが通っている中学校はどこですか。

【小学生アンケート】 【中学生アンケート】

再調査後差し替え

n=xx

伯太小学校(109件), 7%

黒鳥小学校(81件), 6%

池上小学校(26件), 2%

国府小学校(121件), 8%

和気小学校(85件), 6%

芦部小学校(113件), 8%

北池田小学校(95件), 6%

いぶき野小学校

(166件), 11%

南池田小学校(101件), 7%

緑ケ丘小学校(105件), 7%

青葉はつが野小学校(166件), 11%

光明台南小学校(55件), 4%

光明台北小学校(34件), 2%

横山小学校(18件), 1%

南横山小学校(10件), 1%

北松尾小学校(63件), 4%

南松尾はつが野学園(0件), 0%

幸小学校(14件), 1%

信太小学校(88

件), 6%

鶴山台南小学

校(0件), 0%

鶴山台北小学校(48件), 3%

n=xx
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住んでいるまちがすきかどうか

・自分が住んでいるまちが好きかどうかの設問では、小学生、中学生ともに「すき」、「どちらかといえばすき」の割合が高くなっている。

・小学生、中学生間で比較すると、小学生の方が「すき」の割合が多く、中学生になると、「どちらかといえばすき」の割合が増加している。

【小学生・住んでいるまちが好きかどうか】

問2 あなたは、今、自分が住んでいるまちがすきですか。 問3 あなたは、今、自分が住んでいるまちがすきですか。

【小学生アンケート】 【中学生アンケート】

【中学生・住んでいるまちが好きかどうか】

再調査後差し替え

すき(508件), 44%どちらかといえ

ばすき(453

件), 39%

どちらかといえばすきでは

ない(43件), 4%

すきではない(36件), 3%

わからない(109件), 9%

すき(989件), 67%

どちらかといえ

ばすき(384

件), 26%

どちらかといえばすきでは

ない(34件), 2%

すきではない(25件), 2%
わからない(66件), 4%

n=xxn=xx
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住んでいるまちのすきなところ

Ｘｘｘｘｘｘｘ

【小学生・まちのすきなところ】

問3 あなたが、今、住んでいるまちのすきなところはどんなところですか。

（あてはまるものをすべて選んでください。）

問4 あなたが、今、住んでいるまちのすきなところはどんなところですか。

（あてはまるものをすべて選んでください。）

【小学生アンケート】 【中学生アンケート】

【中学生・まちのすきなところ】

再調査後差し替え

n=xx n=xx

自然や緑がある(521

件), 54%

おいしい食べ物や遊びのお店が

ある(400件), 42%

参加できるお祭りや行事があ

る(418件), 43%

公園や遊具など遊ぶと

ころがある(441件), 

46%

歴史・文化がある(154

件), 16%

地震や台風などが少な

い(218件), 23%

住んでいる人が親切で

ある(414件), 43%

まちに活気がある

(148件), 15%

その他(30件), 3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自然や緑がある(98件), 7%

おいしい食べ物や遊びのお店がある

(128件), 9%

参加できるお祭りや行事がある(138

件), 10%

公園や遊具など遊ぶところがあ

る(145件), 11%

歴史・文化がある(59

件), 4%

地震や台風などが少な

い(83件), 6%

住んでいる人が親切で

ある(118件), 9%

まちに活気がある(47

件), 3%

その他(9件), 1%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%
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住んでいるまちのすきではないところ

・住んでいるまちのすきではないところを伺うと、小学生、中学生ともに「食べ物や遊びのお店が少ない」が最も多い。

・そのほか、全体的な傾向は小学生、中学生ともに同じである。

【中学生・まちのすきではないところ】【小学生・まちのすきではないところ】

問4 あなたが、今、住んでいるまちのすきではないところはどんなところですか。

（あてはまるものをすべて選んでください。）

問5 あなたが、今、住んでいるまちのすきではないところはどんなところですか。

（あてはまるものをすべて選んでください。）

【小学生アンケート】 【中学生アンケート】

再調査後差し替え

n=xx n=xx

自然や緑が少ない(16件), 18%

食べ物や遊びのお店がない(28件), 31%

参加できるお祭りや行事がない(10件), 11%

公園や遊具など遊ぶところがない(16件), 18%

歴史・文化がない(5件), 5%

地震や台風などがある(8件), 9%

住んでいる人が親切でない(13件), 14%

まちに活気がない(17件), 19%

その他(15件), 16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自然や緑が少ない(12件), 8%

食べ物や遊びのお店がない(40

件), 28%

参加できるお祭りや行事がない(13件), 9%

公園や遊具など遊ぶところがない(22件), 15%

歴史・文化がない(8件), 6%

地震や台風などがある(4件), 3%

住んでいる人が親切でない(17件), 12%

まちに活気がない(22件), 15%

その他(21件), 14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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定住意向

・和泉市への定住意向を伺うと、小学生、中学生ともに、「わからない」の割合が最も多く、次いで、「住み続けたい」、「住み続けたくない」の順となっている。

・小学生、中学生の間で比較すると、中学生の方が、「住み続けたいと思わない」の割合が増加している。

【小学生・定住意向】

問6 あなたは、大人になっても和泉市に住み続けたいと思いますか。 問7 あなたは、大人になっても和泉市に住み続けたいと思いますか。

【小学生アンケート】 【中学生アンケート】

【中学生・定住意向】

再調査後差し替え

住み続けたいと思う(386

件), 34%

住み続けたいと思わない

(212件), 18%

わからない(551件), 

48%

住み続けたいと思う(603

件), 41%

住み続けたいと思わない

(205件), 14%

わからない(690件), 

47%

n=xxn=xx



28

03 | 小学生・中学生アンケート調査

和泉市に住み続けたいと思う理由

・和泉市に住み続けたい理由は、小学生、中学生ともに「家族が友達がいる」が最も多く、そのほか、「今の場所が便利」、「生まれ育ったところだから」、「安心

して住むことができるから」が上位となっている。

【中学生・住み続けたい理由】【小学生・住み続けたい理由】

問7 あなたが、大人になっても和泉市に住み続けたいと思う理由は何ですか。

（あてはまるものをすべて選んでください。）

問8 あなたが、大人になっても和泉市に住み続けたいと思う理由は何ですか。

（あてはまるものをすべて選んでください。）

【小学生アンケート】 【中学生アンケート】

再調査後差し替え

n=xx n=xx

今の場所が便利だから(283

件), 47%

生まれ育ったところだから

(373件), 62%

家族や友だちがいる

から(468件), 

78%

ここでやりたいことがあるか

ら(46件), 8%

まちに活気があるか

ら(76件), 13%

自然が豊かだから

(188件), 31%

ご近所づきあいや地域のつながりがしっかり

しているから(119件), 20%

安心して住むことができるか

ら(381件), 63%

その他(21件), 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の場所が便利だから(240件), 

62%

生まれ育ったところだから

(206件), 53%

家族や友だちがいるから(246

件), 64%

ここでやりたいことがあるから(31

件), 8%

まちに活気があるから

(36件), 9%

自然が豊かだから

(95件), 25%

ご近所づきあいや地域のつながりがしっか

りしているから(64件), 17%

安心して住むことができるから(185

件), 48%

その他(4件), 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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和泉市に住み続けたいと思わない理由

・和泉市に住み続けたいと思わない理由としては、小学生、中学生ともに、「他のまちに住んでみたい」が最も多い。

・また、小学生の結果と比べ、中学生の回答では「今の場所が不便」、「ここでやりたいことがない」の割合が増加している。

【中学生・住み続けたい理由】【小学生・住み続けたいと思わない理由】

問8 あなたが、大人になっても和泉市に住み続けたいと思わない理由は何ですか。

（あてはまるものをすべて選んでください。）

問9 あなたが、大人になっても和泉市に住み続けたいと思わない理由は何ですか。

（あてはまるものをすべて選んでください。）

【小学生アンケート】 【中学生アンケート】

再調査後差し替え

n=xx n=xx

今の場所が不便だ

から(30件), 15%

一人暮らしをしてみたいから

(82件), 40%

他のまちに住んでみたいから

(141件), 69%

ここでやりたいことがないか

ら(68件), 33%

まちに活気がないか

ら(18件), 9%

自然が豊かではないから(18件), 

9%

ご近所づきあいや地域のつながりがめんどう

だから(16件), 8%

安心して住むことができないから

(17件), 8%

その他(33件), 

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の場所が不便だ

から(61件), 29%

一人暮らしをしてみた

いから(100件), 47%

他のまちに住んでみたい

から(137件), 65%

ここでやりたいことがないか

ら(106件), 50%

まちに活気がないか

ら(26件), 12%

自然が豊かではな

いから(17件), 8%

ご近所づきあいや地域のつながりが

めんどうだから(24件), 11%

安心して住むことができないから

(24件), 11%

その他(19件), 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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● 調査の目的
大学生目線の和泉市の魅力や課題を把握し、若者の定住意向の向上や転入

促進のための施策検討につなげる

●調査の期間
令和6年9月25日～11月XX日

●調査の方法
調査対象 桃山学院大学に通う大学生

実施方法 桃山学院大学の学生ポータルへの配信、回収

●回収結果
回収数 xx件

31
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●調査の項目
※太字項目を抜粋して本報告書に掲載

○回答者属性

• 性別、学年、居住地、居住形態、出身地、和泉市での居住年数

○和泉市の住みやすさ

• 和泉市を住みやすさのイメージ

• 住みやすい（住みにくい）と感じる理由

○卒業後の就職先

• 卒業後の就職地域

• 和泉市内で就職する理由

• 和泉市外で就職する理由

• 就職先を決める上で重視すること

○将来の居住先

• 将来の居住先として和泉市を選びたいか

• 選びたい（選びたくない）理由

• 居住先を決める上で重視すること

○奨学金返還支援制度

• 奨学金返還支援制度の知名度

①調査の概要

再調査後差し替え
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回答者属性

・回答者属性は以下のとおりである。

・総じて回答数が少ないことに留意が必要である。

問1 あなたの性別をお答えください

問2 あなたのを学年答えください

問3 あなたの現在の居住地を教えてください。

【年齢】 【居住地】【性別】

男(12件), 46%

女(14件), 54%

学部1回生(3件)

学部2回生(8件)

学部3回生(6件)

学部4回生(9件)
和泉市内(8件)

和泉市以外の大阪

府内(14件)

大阪府以外の近畿地方

(4件)

n=26 n=26 n=26

再調査後差し替え
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住みやすさのイメージ

問9 あなたは、和泉市の住みやすさについてどう感じていますか。

・和泉市の住みやすさに関しては、やや住みやすさを感じる回答者

の割合が多い。

住みやすさの理由として飲食店等の充実があげられている一方で、

買い物や交通の便が悪いことが住みづらさの要因となっている。

住みづらさに関しては、その居住エリアの利便性が大きく影響して

いると思われる。

【住みやすさ】

問10 和泉市のどういったところが住みやすいと感じますか。

問11 和泉市のどういったところが住みづらいと感じますか。

【
住
み
や
す
さ
の
理
由
】

【
住
み
づ
ら
さ
の
理
由
】

とても住みやすい(3

件), 12%

住みやすい(7

件), 27%
普通(10件), 38%

住みづらい

(4件), 15%

とても住みづらい

(2件), 8%

買い物などの便利が

よい(3件), 30% 飲食店や娯楽施設が

充実している(6件), 

60%交通の便がよい(3

件), 30%
家賃が安い(0件), 

0% 地域のつながりがしっ

かりしている(1件), 

10% 安心・安全に暮らせる

(2件), 20%
まちに活気がある(1

件), 10%
自然環境、景観がよい

(5件), 50%
その他（自由記述）(0

件), 0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

買い物などの便利が

悪い(5件), 83%

飲食店や娯楽施設が充実していない(1件), 17%

交通の便が悪い(4

件), 67%

家賃が高い(1件), 17%

地域のつながりがわずらわしい(1件), 17%

安心・安全の面で心配がある(3件), 50%

まちに活気がない(2

件), 33%

自然環境、景観がよくない(0件), 0%

その他（自由記述）(0件), 0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=26

n=10

n=6

再調査後差し替え
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卒業後の就職先

問12 あなたは、大学（大学院）卒業後、どこで就職したい（就職する予

定）ですか。

・卒業後の就職先は、和泉市内就職予定者が1名、それ以外が25名であった。

・和泉市外で働きたい理由としては、地元で働きたい、市外に就職したい企業等があるが上位となっているほか、特に当てはまるものとして「和泉市に思い入れ

がない」を選択する学生も複数名存在している。

【就職先】

問14 あなたが和泉市内以外で就職したい（就職することに決めた）理由は

何ですか。（特に当てはまるもの1つ）

【市外で働きたい理由】

和泉市内(1件), 4%

和泉市以外の大阪府内

(15件), 58%

大阪府以外の近畿地方

(3件), 12%

首都圏(2件), 8%

就職の予定はない(1

件), 4%
それ以外(4

件), 15%

和泉市に思い入れ

がないから(5件), 

24%
和泉市に働きたい

企業・事業所等が

ないから(1件), 

5%

地元で働きたいか

ら(8件), 38%

和泉市外に就職し

たい企業・事業所

等があるから(7

件), 33%

その他(3件), 

14%

0% 10% 20% 30% 40%
n=26 n=24

再調査後差し替え
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将来の居住先

問16 あなたは、将来長期的に居住する場所として和泉市を選びたいと思い

ますか。

・将来の居住先に関しては、選びたい、選択肢の一つとして検討したいの

割合とどちらともいえないの割合が同率となっている。

・和泉市を選びたい理由の上位として自然景観の良さがあげられる一方

で、和泉市を選びたくない理由としては、通勤に不便だからが上位となっ

ている

【居住先】

問17 あなたが将来長期的に居住する場所として和泉市を選びたい又は選択

肢の1つとして検討したいと思う理由は何ですか。

問18 あなたが将来長期的に居住する場所として和泉市を選びたくないと思う

理由は何ですか。

【
選
び
た
い
理
由
】

【
選
び
た
く
な
い
理
由
】

選びたい(1件), 4%

選択肢の1つとして検討

したい(10件), 38%

どちらともいえない

(10件), 38%

あまり選びたくない(2

件), 8%

選びたくない(3件), 

12%

自分や家族が生まれ育ったまちだから(0件), 0%

家族といっしょに（近くに）住んでいたいから(0件), 0%

買い物などの便利がよい

から(4件), 36%

子育て、教育環境がよいから(1件), 9%

医療、福祉環境がよいから(1件), 9%

通勤に便利だから(4件), 

36%

安心・安全に暮らせるから(3件), 27%

まちに活気があるから(0

件), 0%
自然環境、景観がよいから

(6件), 55%
余暇やレジャーを楽しむ場所が充実しているから(3件), 

27%

ご近所づきあいや地域のつながりがしっかりしているから(0件), 0%

その他（自由記述）(0件), 0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分や家族が生まれ育ったまちではないから(0件), 0%

市外にいる家族といっしょに（近くに）住みたいから

(1件), 20%
買い物などの便利がよくな

いから(3件), 60%
子育て、教育環境がよくな

いから(2件), 40%
医療、福祉環境がよくない

から(0件), 0%
通勤に不便だから(4件), 

80%
安心・安全の面で心配があ

るから(2件), 40%
まちに活気がないから(1

件), 20%

自然環境、景観がよくないから(0件), 0%

余暇やレジャーを楽しむ場所が少ないから(1件), 20%

ご近所づきあいや地域のつながりがわずらわしいから(0件), 

0%

その他（自由記述）(0件), 0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

n=26

n=11

n=5

再調査後差し替え
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● 調査の目的
事業者の現状を把握し、産業・雇用面に関する課題を抽出し、産業振興のた

めの施策検討につなげるため

●調査の期間
令和6年9月26日～10月31日

●調査の方法
調査対象 和泉市内の事業者

実施方法 アンケート依頼のはがき郵送およびテクノステージ和泉への依頼紙

の送付、Webフォームでの回収

●回収結果
回収数 325件
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●調査の項目
※太字項目を抜粋して本報告書に掲載

○回答者属性

• 産業団体への所属状況、業種

• 従業員数、和泉市内での営業年数、営業形態、本社の所在地、

和泉市内居住従業員の割合

○経営状況

• ここ1、2年の業績

• コロナ禍以前と比較した際の業績水準

• 事業所の経営課題

○和泉市での事業活動

• 和泉市での事業活動の今後の方向性

• 和泉市を中心に事業活動を行いたい理由

• 魅力を感じる和泉市の産業支援施策

• 和泉市で事業活動を行いたくない理由

○多様な人材の活用

• 外国人の雇用状況、雇用条件、雇用にあたっての課題

• シニア人材の雇用状況、雇用条件、雇用にあたっての課題

• 障がい者人材の雇用状況、雇用条件、雇用にあたっての課題

○働きやすい職場づくり

• 育休取得状況

• 出産、育児を理由に退職する従業員の割合

• 仕事と子育ての両立支援策として実施していること、必要性を感じて

いること

• 従業員が和泉市に住むことにメリットを感じるか

○和泉市に期待すること

• 和泉市の産業施策に対しての評価

• 和泉市に期待すること、その他全体意見

①調査の概要
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回答者属性

・回答者属性は以下のとおりである。

・回答者のうち、約42%が何らかの産業団体に所属している。また、業種としては、製造業、建設業、卸売業・小売業の事業者が多い。

問1 貴事業所の所属を教えてください。

問2 貴事業所の業種（主な事業）を教えてください（複数ある場合は、最も売上が大きいものを選択してください。）

【所属】 【業種】

※複数組織に所属している事業者がいるため、回答合計とn数は

一致しない

和泉市商工会議所

(116件), 36%

テクノステージ和泉まちづ

くり協議会(28件), 9%

トリヴェール和泉西部地区

連絡協議会(4件), 1%

和泉市商店連合会(3件), 

1%回答しない(6件), 2%

いずれにも所属していない

(183件), 56% 製造業(68件), 

21%

建設業(52件), 16%

卸売業、小売業(48件), 

15%
医療、福祉(37件), 11%

サービス業（他に分類され

ないもの）(29件), 9%

不動産業、物品賃貸業(28

件), 9%

運輸業、郵便業(16件), 

5%

n=325 n=325
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近年の業績の傾向

・事業者の近年の業績傾向を見ると、好調、やや好調の割合が、不調、やや不調の割合を下回っている。

・コロナ禍以前との業績の比較では、約39%の事業者がコロナ禍前の業績水準に戻っていない。

問7 貴事業所のここ1、2年の業績の傾向について教えてください。

問8 貴事業所のここ1、2年の業績の傾向について、コロナ禍以前(2020年1月以前)の水準と比較した際の状況を教えてください。

【ここ１，２年の業績】 【コロナ禍前との比較】

好調(30件), 9%

やや好調(48件), 15%

普通(138件), 42%

やや不調(67件), 21%

不調(42件), 13% コロナ禍以前の水準を超え

て好調である(39件), 

12%

コロナ禍以前の水準と同程

度である(133件), 41%回復傾向にあるものの、コ

ロナ禍以前の水準には至っ

ていない(62件), 19%

コロナ禍以降の水準から改

善していない(30件), 9%

コロナ禍以降、業績が悪化

し続けている(36件), 

11%

コロナ禍以後に営業を開始

した(25件), 8%

n=325 n=325
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経営課題

・事業が感じている課題として、「人材不足・人材育成」及び「事業コストの上昇」を挙げた事業者が半数を超えている。

・研究開発、技術革新やICTの活用やSDGsへの取組などの課題感が低く表れているところを見るに、多くの事業者が、人材不足やコスト増加の喫緊の課題

の対応に追われているものと思われる。

問9 現在、貴事業所が経営課題として感じていることを教えてください。（5つまで）

【感じている課題】

人材不足・人材育成(185件), 57%

原材料価格、人件費等の事業コストの

上昇(183件), 56%

売上の伸び悩み(132件), 41%

販路拡大、顧客開拓(89件), 27%

設備投資(69件), 21%

資金調達(60件), 18%

研究開発、技術革新(19件), 6%

国内の競合他社との競争(31件), 

10%

国外の競合他社との競争(6件), 2%

ICTの活用、産業DX(15件), 5%

働き方改革(52件), 16%

SDGsや環境配慮の取組(13件), 4%

地域活性化、まちづくりへの取組(28

件), 9%

その他(6件), 2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=325

【主な「その他」の内容】

・特に課題はない

・個人事業主で高齢であること

・集客

・事業内容の変更 など
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和泉市での今後の事業の方向性

・和泉市内の事業者の今後の事業の方向性を伺うと、約32%の事業者が引き続き和泉市で事業を行いたいと考えており、引き続き和泉市で事業を続けたい

事業者と合わせると、約63%の事業者が和泉市での事業継続に積極的に考えていることが分かる。

問10 貴事業所の和泉市での事業活動について、今後の方向性を教えてください。

【今後の事業の方向性】

和泉市を中心に事業を拡大したい

(105件), 32%

和泉市を中心に現在の規模で事業

を続けたい(102件), 31%

和泉市での事業活動は継続する

が、活動の中心は他地域に移転し

たい(26件), 8%

和泉市での事業活動を縮小、撤退

したい(1件), 0%

具体的に考えていない(84件), 

26%

n=325
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和泉市で事業を行いたい理由

・事業者が引き続き和泉市を中心に活動を行いたい理由としては、既に存在する顧客の影響が最も多い。

・一方で、交通、物流の便が良いことを理由として挙げる事業者も少なくなく、和泉市の立地が事業を行う上で優位に働いていることがうかがえる。

・なお、公的な支援が充実していることを理由に挙げた2事業者は、いずれも大阪産業技術研究所の存在をメリットとして挙げている。

問10-3 和泉市を中心に事業活動を行いたいと思う理由は何ですか（5つまで）

【和泉市で事業を行いたい理由】
n=207

市内、周辺地域に顧客が多い(111件), 

53%

市内、周辺市内に仕入れ先、関係先が多

い(44件), 21%

関連産業が集積している(12件), 6%

事業拡大のための産業用地が充実して

いる(7件), 3%

労働力を確保しやすい(24件), 11%

交通、物流の便がよい(49件), 23%

賃料、地価、人件費などの事業コストが

安い(26件), 12%

市または地域の知名度やブランド力があ

る(19件), 9%

地域に賑わいがある(15件), 7%

公的な支援が充実している(2件), 1%

その他(26件), 12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【主な「その他」の内容】

・和泉市が地元だから

・設備、施設が和泉市にあるから

・地元に根付いた事業だから

・ほかに候補地がないから など



市内、周辺地域に顧客が少ない(36件), 

17%

市内、周辺市内に仕入れ先、関係先が少

ない(28件), 13%

関連産業が周辺に少ない(21件), 10%

事業拡大のための産業用地が不足して

いる(20件), 10%

労働力の確保が難しい(67件), 32%

交通、物流の便が悪い(25件), 12%

賃料、地価、人件費などの事業コストが

高い(21件), 10%

市または地域の知名度やブランド力がな

い(40件), 19%

地域に賑わいがない(44件), 21%

公的な支援が充実していない(33件), 

16%

その他(18件), 9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

43

05 | 事業者アンケート

和泉市で事業を行いたい事業者が感じる和泉市の課題

・和泉市を中心に事業活動を続けたい事業者が感じている和泉市の課題として、「労働力の確保」が最も多く、次いで、「地域に賑わいがない」、「市または地

域の知名度やブランド力がない」が上位となっている。

・

問10-5 貴事業所が和泉市を中心に事業活動を実施していくにあたり、和泉市の課題だと感じていることは何ですか（5つまで）

【和泉市で事業を行いたい理由】
n=207

【主な「その他」の内容】

・特になし

・高齢化

・高等学校が阪和線沿いに集中し、和

泉中央周辺にない

・駅周辺の飲食店が少ない など
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和泉市で事業を行いたくない理由

・和泉市で事業を行いたくない理由としては、顧客や仕入れ先の少なさのほかは、産業用地の不足、公的支援の不充実、地域の賑わいのなさなどがあげられ

ている。

・産業用地の不足を理由に掲げている事業者がいることから、産業用地の確保によって和泉市内の事業者のさらなる事業拡大の可能性が考えられる。

問10-2 和泉市を中心に事業活動を行いたいと思わない理由は何ですか（5つまで）

【和泉市で事業を行いたくないと思う理由】

市内、周辺地域に顧客が少ない(12

件), 44%

市内、周辺市内に仕入れ先、関係先が

少ない(5件), 19%

関連産業が周辺に少ない(2件), 7%

事業拡大のための産業用地が不足し

ている(5件), 19%

労働力の確保が難しい(3件), 11%

交通、物流の便が悪い(4件), 15%

賃料、地価、人件費などの事業コスト

が高い(2件), 7%

市または地域の知名度やブランド力

がない(3件), 11%

地域に賑わいがない(4件), 15%

公的な支援が充実していない(5件), 

19%

その他(5件), 19%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

n=27

【主な「その他」の内容】

・自宅で経営しており、近くの利用者は

いらない

・業界でのシェアを維持するため

・もともと他市を中心に事業活動を行っ

ている など
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● 調査の目的
商店街の現状を把握し、産業や商店街の賑わいに関する課題を抽出し、まちづ

くりのための施策検討につなげるため

●調査の期間
令和6年9月19日～10月11日

●調査の方法
調査対象 和泉市商店街連合会に所属する事業者

実施方法 和泉市商店街連合会を通じてアンケート依頼紙の回付、Web

フォームでの回収

●回収結果
回収数 19件
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●調査の項目
※太字項目を抜粋して本報告書に掲載

回答者属性に関する項目は記載省略

○回答者属性

• 所属商店街、業種

• 従業員数、和泉市内での営業年数、営業形態

○経営状況

• 客層の傾向

• ここ1、2年の売上高、客足の水準

• コロナ禍以前と比較した際の売上高、客足の水準

• 経営状況に関する印象、工夫点

○商店街の活気

• 商店街ブロックの活気の印象

• 活気がある（ない）と感じる理由

• 商店街の活性化、誘客のために必要なこと

○個人商店の今後

• 個人商店の経営者の年齢

• 個人商店の経営者の居住場所

• 個人商店の向こう10年の経営方針

• 事業終了した場合の店舗の活用方法

○和泉市に期待すること

• 商店街ブロックや和泉市の商店街全体の活性化のために期待する

こと

①調査の概要
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回答者属性

・回答者属性は以下のとおりである。

・本調査は、和泉市商店街連合会を通じ、10の商店街ブロック宛てに回答を依頼したものの、合計19件しか回答を得られなかったため、和泉市の商店街全

体の傾向を示す結果とはならないことに留意が必要である。

問2 貴事業所の業種（主な事業）を教えてください（複数ある場合は、最も売上が大きいものを選択してください。）

【所属】 【業種】

n=19 n=19

和泉府中駅前商店街

（協）（ロードインいずみ）

(7件), 37%

和泉市中央商

店街（協）(1

件), 21%

イオン和

泉府中同

友店会(4

件), 21%

その他(4件), 

21% グルメ（飲食店・テ

イクアウト）(7件), 

37%

ファッション(1件), 5%

小売・専門店(6

件), 32%

サービス全般

(3件), 16%

その他（事務所等）(2

件), 11%
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商店街の活気

・所属する商店街ブロックの活気について尋ねると、活気がある、やや活気があると回答した事業者は19件のうち1件（ロードイン和泉所属）のみで、それ以外

の事業者は、どちらともいえないが7年、やや活気がない、活気がないが合計11件であった。

・活気があると感じない理由については、「商店街全体の客数、人通りが少ない」が最も多く、やや活気があると答えた1件を除いた18件のうち、15件がそのよう

に回答している。

問16 貴商店・事業所が所属する商店街ブロックの活気について、印象を教えてください。

問18 （前問で「どちらともいえない」、「やや活気がない」、「活気がないと答えた方」にお聞きします。）

貴商店・事業所が所属する商店街ブロックに活気があると感じない理由は何ですか。（3つまで）

【活気があると感じるか】

n=19

n=18【活気がないと感じる理由】

活気がある(0件), 0%
やや活気

がある(1

件), 5%

どちらともいえな

い(7件), 37%
やや活気がない

(10件), 53%

活気がない(1件), 5%

商店街全体の客

数、人通りが少な

い(15件), 83%

空き店舗が多い(7件), 

39%

若者の客数、人通りが少ない(7件), 

39%

女性の客数、人通りが少

ない(3件), 17%

イベントがあまり行われ

ていない(2件), 11%

商店間のつながりが

少ない(5件), 28%

店舗や商店街の外観が古い(4

件), 22%

各店舗の経営努力が感じ

られない(2件), 11%

その他(1件), 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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商店街の活気

・所属する商店街ブロックの活性化のために必要なことを尋ねると、「情報発信の強化」や「イベントの開催」が多く、次いで「空き店舗もの解消」の意見が多い。

・その他の項目にも広く票が寄せられており、商店街を活性化させる要素として、多角的な取組が必要であると思われる。

問19 貴商店・事業所が所属する商店街ブロックの活性化、誘客のために、どのようなことが必要だと思いますか。（3つまで）

n=19【所属する商店街ブロックの活性化のために必要なこと】

情報発信の強化(8件), 42%

特産品や名物の開発(4件), 21%

空き店舗の解消(7件), 37%

若者へのアプローチ(3件), 16%

女性へのアプローチ(1件), 5%

イベントの開催(8件), 42%

商店街間のつながりの強化(5件), 26%

店舗や商店街の外観の整備(5件), 26%

各店舗・事業所等の経営努力(5件), 26%

経営者や後継者の育成(3件), 16%

商店以外の機能の整備（公共

施設など）(4件), 21%

その他(1件), 5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%
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商店街の活気

・商店外の活性化に関し、和泉市に期待することとして寄せられた意見は以下のとおりであり、駅周辺の開発・整備や、情報発信、活性化のためのイベント等

を求める声が寄せられている。

・また、その他全体意見として、経営者の高齢化や会費に関すること、設備の老朽化に関することなどが意見として寄せられている。

問26 貴商店・事業所が所属する商店街ブロックや和泉市の商店街全体の活性化のために、和泉市に期待することがあれば自由にお書きください。

問27 最後に、和泉市の商店街全体に関するご意見等がございましたら、自由にご記入ください。

n=19

問24 商店街の活性化のために和泉市に期待すること（全意見）

三菱ＵＦＪ銀行、三井住友銀行が移転し建物が空き店舗となっています。周辺地区一帯の

抜本的な再開発を進めていただきたいです。

和泉府中駅周辺にオフィスビルや労働者が増えれば今の悪循環から好循環に変わるかも。

環境整備、治安、祭りの見直し

商業施設の老朽化した建物や設備の修繕、改築の費用を複数年に渡って補助してもらい、基

金として積み立てて使える仕組みがあればよい。また修繕費を積み立てるためにも組合の法人

税を軽減する施策をしてほしい。

居酒屋があって夜遅くが騒がしい

アーケード内の駐車が絶えない

組合の構成者が変わって来ているので目的が一致しない

ハードに対する補助金やアイデアの呈示があれば良いと思う

コアの名物がある模様の設定をカテゴリー別に選定し合同企画とする、後押しをお願いしたいで

す。

なし

和泉市の広報（SNS等）を上手く使って欲しい。
和泉市下の小中学校、高校への情報発信に協力してほしい。

久しぶりに開催されると聞いているいずみ音楽祭のような、商店街周りを活性化するような取り

組みやイベントがたくさんあればいいなと感じる。

問27 全体に関する自由意見（全意見）

全般的に経営者の高齢化が進んでいます。世代交代を促す施策を期待します。

テナントで入っています。商店街費が高いです。あと、人通りの割に家賃が高すぎます。

今年に入り物価高で家賃値上げされました。

どんどん撤退していくかも。

オーナーさんは現状に見合った賃料に！

商店街の機能を充実。会費ばかり取られている。

商店街の建物の権利や建て替えの意見集約などに対する、法的アドバイザー、老朽化した建物

の技術的アドバイザーなど相談窓口がほしい。経営者個人が老朽化した商店街組合の大きな

決断は負担が大きい。

和泉市の商店街を分散させるのはどうかと思う

和泉府中駅を大事にしてほしい

他業種や団体などと広く世代関係なく連携、協力できる事業などがあれば。

外観が古く、建物の老朽化も大変気になる点が多いことが何なる。少しでも明るく塗装されるだ

けでも、きたいと思う人が増えるのではないかと感じる。


